










一はじめに一 

川崎病は,全身性系統的血管炎を特徴とし現在でもその原因は不明である。その病態は冠動

脈血管炎を基盤にして血栓性閉塞性変化や冠動脈瘤形成が見られることで注目されている。

発症の機序には種々のケミカルメディエーターの関与が考えられており,なかでもプロス

タグランディンやトロソボキサンなど一連の生理活性物質の病態への関与が活題になって

いる。1)～4) 

これらの物質はオキシエイコサノイドと総称され体内の脂肪酸,主にアラキドン酸などの

エイコサポリエン酸を前駆体として合成されている(図 1)。 

そこで,川崎病児の血漿及び血小板の脂肪酸分析を行ない,体内アラキドン酸の変動より川

崎病へのアラキドン酸カスケードの関与について検討した。 


